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囗本 造 船 学会論文集　巻 165 号 　プロペ ラ 翼

圧力 計 測は 理 論の検証 や 物 理現象 の 把
握の

観 点か
ら

重要 で あ り ，特にハ イリー・ス キュー ドプ

ペラ HSP の特性 解 明 に 不可 欠で ある。 　 本 論文

は 実 船 プロペ ラ 翼面 圧 力 計測 に対
応

した模 型 で

計
測

と い う ことから ， 不 均一 流 中及 びキャビ テ ー

ョン 発 生状 態 での計 測 が 可能な 計 測 法 の開 発 を 目

と している。この ため， チ ャンバー型圧力 計 が用

ら れ ， 応答特 性も 水 中スピーカー を 用いた基礎 的 試

ｱ に よリ 確 認 を 行 っ た 。 圧 力 計 の取り付け 方 法 に 関 し

て在来 法で は プ ロペラ がスラ ストを発生 する 時に 生 じ

る翼 の 変 形 が圧力計 の出力 に 甚大な影響 を与えるこ と

を 見 い出だ し た e 接 着剤や取り付け 方 法を改良し て，

翼の 変 形 が 圧力 計に 影 響 を与 えな い 取り

け方法 を 開 発する とと もに ，これ の 確 認 も 行っ た

　上 記 の 圧 力計測 法に 基 づき，通 常型プロペラ CP

HSP に つ いて

力計
を

行 い， 既 存の揚 力 面 理 論 計算 値 との 比 較 も

っ た v 　 均一流中 で の CP の 圧 力 に 関して は高 回

数 で の 実 験 では正 面 側 を 除き， 良い対応 が 得られ

e 正面 側 に
っいては 相当二 次元 翼 の 概念 に基づく 計

法 の 問 題点 が指 摘 で きた 。 一方 ， HSP の 圧力に

しても同 様 の 結 果 が得られ たが，新し い知 見 と し

は翼端での圧 力が 荷 重 度に よ って計 算値 よ

大幅 に ずれ ，こ れ によっ て HSP 独
特の 前 縁 剥 離

の存 在が 推察 で き た 。
　

不 均一 流 中 で の CP の

力 分 布 及び
一回転中の圧 力 変 動と 理 論 値 との 相 関は

一流中で のそ れ と 同じで あった。 一 方， HSP に

しては翼端 で の圧力が 全く理 論 計 算値 と は合 わず

翼の変 形 や粘 性 の影響

他 に， 前 縁剥 離 渦の 影響も 考 えられ ， 理 論 の 改 良

余 地 を 指 摘することがで きた 。 　 本 論 文で 得

れ
た

計
測デ ー

タ は CFD による新 しい

プロペ
ラ
理論 計 算 や 揚 力 体 理論 の検証の た め の 貴重な デ ータ ・


